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メチルアミン (CH3NH2)は最も単純なアミンであり、アミノ酸の一種であるグリシン (NH2CH2COOH)の前
駆体候補と考えられている。メチルアミンとCO2が紫外線照射下で反応してグリシンを生成することは氷上での
実験で確認されており (Bossa et al. 2009)太陽系内でも彗星での検出例は報告されている (Altwegg et al. 2016)。
しかし太陽系外では、電波観測により多種多様な有機分子が検出されているにも関わらず、分子雲でのメチルア
ミンの検出例は銀河系中心方向の大質量星形成領域 Sgr B2（N）に限られている (Halfen et al. 2013)。
本研究では更なる検出を目指し、太陽系から最も近い大質量星形成領域であるオリオン座のKleinmann-Low星

雲（以下”オリオンKL”）に着目した。ALMA望遠鏡のCycle2アーカイブデータを解析したところ、メチルアミ
ンの候補と思われる輝線が複数発見された。他の分子輝線によるブレンドの可能性はまだ棄却できないが、ホッ
トコアの中心付近で Vpeak ∼ 5km/sの成分を持つコンパクトな構造の放射が確認されている。しかしCycle2デー
タの周波数帯域は限られており、比較的強いと予想される分子輝線が観測データ内に含まれていなかった。そこ
で観測周波数域の広いALMA 科学評価 (SV)データも使用してより多くの分子輝線の検出を試みた。このデータ
には連続波成分も混在していたため、2017年秋季年会 P126bにて発表した統計的手法を用いて分子輝線強度の
みを抽出した。
本発表では回転ダイアグラム解析によるオリオンKL内でのメチルアミンの詳細な検出を試み、励起温度、柱

密度などの物理量を議論する予定である。


